
墨田区内で起きた食中毒事件について（令和８年３月） 
 

ノロウイルスによる事例 

 

１ 探知 

令和 8年 3月 18日１６時頃、墨田区内の高齢者施設から「入所者が3月 16日１９

時頃から消化器症状を呈している。」と連絡があった。 

 

２ 事件の概要 

  令和８年３月１６日から、高齢者施設の入所者７８名中３０名及び調理従事者１名がお

う吐、下痢の症状を呈した。入所者フロアごとに発症の偏りはなく、感染症を疑うのエピ

ソードはない。施設職員及び調理従事者は希望者のみ当該施設で調理した食事を喫食して

おり、当該調理従事者以外の職員で発症者はいない。 

 

３ 発症状況 

⑴ 患者：３０名 

⑵ 症状：おう吐、下痢、発熱等 

⑶ 発症日時：令和８年３月１６日７時頃から同月１８日１９時頃 

⑷ 喫食日時：令和８年３月１４日７時頃から 

⑸ 原因物質：ノロウイルスＧⅡ 

⑹ 原因食品：令和8年 3月 14日(土曜日)及び 15日(日曜日)に調理し、提供した食事 

  

４ 原因施設の特定 

次の理由から、患者グループの下痢、腹痛等について、当該施設が原因あると断定した。 

・ 患者 1４人と調理従事者 1 名の検便からノロウイルス GⅡが検出され、症状と潜伏

期間が一致した。 

・ 患者全員に共通する食事は、発症前７日間では当該施設の食事のみである。 

・ 当該施設で、患者の発症日以前におう吐等の感染症を疑うエピソードがなかった。 

・ 患者の診察した医師から、食中毒患者等届出票の提出があった。 

 

５ 措置 

・ 令和 8年 4月 1日、当該施設に対して7日間の営業停止の処分を行った。 

 

６ 考察 

  施設のふきとり、検食からはウイルスは検出されなかったため、原因食品は特定できな

かった。患者と調理従事者の検便からノロウイルス GⅡが検出されたため、調理従事者、

若しくは不顕性感染の調理従事者を介し、食品を汚染させたことが推測された。 
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